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Ⅰ アンケート調査実施要領

目的

金沢市選挙管理委員会及び金沢大学法学類投票行動論研究室（代表：金沢大学教授 岡

田 浩）は、若年層などに対する選挙啓発の取り組みの参考にするため、平成 28 年 7 月 10
日に行われた参院選からの選挙権年齢引き下げによって新たに有権者となった 18-19 歳に、

投票率の特に低い 20 代前半を加えた「前期若年層（18-24 歳）」と、それ以外の「一般層（25
歳以上）」のそれぞれから無作為抽出された金沢市の有権者を対象にした選挙に関する意識

や行動についてのアンケート調査を実施した。 
 

調査方法

平成 28 年 6 月 22 日現在の金沢市選挙人名簿登載者 377,315 人について、前期若年層

（18-24 歳；33,148 人）と一般層（25 歳以上；344,167 人）に分けた上でそれぞれから各

1,000 人を無作為に抽出した計 2,000 人の対象者に 7 月 27 日に調査票を郵送し、同封した

返送用封筒で無記名で返送する方法で回収した。回答期限は 8 月 2 日とし、集計にあたっ

ては 8 月末日到達分までを対象とした。 
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Ⅱ 回収の結果について

回収の結果は、白紙を除く有効回収数は 776（うち、前期若年層は 270、一般層は 496、
年齢無回答は 10）、白紙を除く有効回収率は 38.8％であった。 

年齢層別の回収数と構成比、および抽出時の選挙人名簿登載者数と構成比は下表のとお

りである。年齢層によってサンプル数や回収率が異なることから、20 代後半から 50 代の回

収数が少ないなど実際の年齢構成との間にずれがあることに注意が必要である。 
 
 回収数 ％ 

18歳、19歳 84 10.8% 

20-24歳 186 24.0% 

25-29歳 25 3.2% 

30代 50 6.4% 

40代 82 10.6% 

50代 76 9.8% 

60代 134 17.3% 

70代 86 11.1% 

80歳以上 43 5.5% 

年齢無回答 10 1.3% 

合計 776 100.0% 

 
 選挙人名簿登載者数 ％ 

18歳、19歳 8,994  2.4% 

20-24歳 24,154  6.4% 

25-29歳 23,468  6.2% 

30代 56,290  14.9% 

40代 69,217  18.3% 

50代 53,422  14.2% 

60代 63,761  16.9% 

70代 44,162  11.7% 

80歳以上 33,847  9.0% 

合計 377,315  100.0% 

 
  

－ 2 －



 

 

Ⅲ アンケートの回答の概要

ここでは、アンケートの各質問項目について、18 歳から 24 歳までの「前期若年層」と、

25 歳以上の「一般層」と、「全体」の 3 つのカテゴリー別に回答の比率をグラフにしたもの

を掲載する。投票した人にもしなかった人にも尋ねている[問５]以下の質問項目については、

回答別の投票参加率をグラフにしたものも併せて掲載している。 
 
※回答を 1 つのみ選択する単数回答の質問のパーセンテージの合計は 100％になるが（小数

点以下の端数による若干の影響を除く）、複数の回答を選択できる複数回答の質問は合計が

100％を超える。 
※グラフの各項目についている(N=○○)は、各項目について該当する回答数を示している。 
※スペースの関係で凡例の文字が一部しか表示されていないグラフもあるが、質問文や選

択肢の詳細は巻末の調査票を参照されたい。 
※詳細なパーセントや数については巻末の集計表を参照されたい。また、巻末の集計表に

は、2012 年に実施した同様の市民アンケート調査の集計結果についても、今回の調査で対

応する質問項目がある場合は掲載しているので併せて参照されたい。 
 
問１ あなたは、７月１０日に行われた今回の参議院選挙では、投票しましたか、しませ

んでしたか。当てはまる番号を１つ選んで下さい。

 
2016 年 7 月 10 日に行われた参議院選挙では、金沢市の全体の投票率が 51.36%であった

38.9%

22.2%

28.1%

17.4%

26.2%

23.3%

1.5%

1.8%

1.7%

41.9%

49.0%

46.3%

0.4%

0.8%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

投票しなかった 期日前投票で投票 不在者投票で投票

投票日当日に投票 無回答
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のに対して 10 代の投票率は 41.85％であり全体を下回ったことが選挙管理委員会の集計に

よって明らかになっているが、このアンケート調査でも、「投票しなかった」と回答したの

は、一般層では 22.2%であるのに対して、前期若年層は 38.9%であり、やはり前期若年層

の投票参加率は低いことが確認できる。 

 
 

[問１]で「投票した」と回答した人のみを抽出して、その投票形態の内訳をみると（上の

グラフ）、期日前投票の利用者のパーセンテージが、一般層では 34.0%であるのに対して、

前期若年層では 28.7%と低く、前期若年層は期日前投票の利用者が少ないことが分かる。 
 
  

34.0%

28.7%

2.4%

2.4%

63.6%

68.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25歳以上(N=382)

18-24歳(N=164)

[問1]参院選の投票形態（投票者のみ）

期日前投票で投票 不在者投票で投票 投票日当日に投票
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問２ （※投票した方のみお答え下さい）今回の参議院選挙で投票したのは、どういうお

気持ちからですか。当てはまる番号をすべて選んで下さい。

 
「投票した」と回答した人に投票理由を尋ねた[問２]への回答を見ると、前期若年層は一

般層に比べて、「家族に言われたから」という回答がかなり多いことが目につく（30.5%）。

また、一般層には及ばないものの、「投票するのは義務だから(47.0%)」や「投票することが

大事だから(38.4%)」という理由で投票する人が 1 番目と 2 番目に多い。 
一方、「盛り立てたい政党があった(3.7%)」や「当選させたい候補者がいた(11.0%)」とい

った回答は一般層と比べてかなり少なく、前期若年層は、特定の政党や候補者に投票した

いという意識から投票に行くというよりは、周囲の働きかけや義務感などから、どこに投

票するかはともかく投票所に行くという人が多いことが分かる。 
  

11.0%

3.7%

17.1%

38.4%

47.0%

30.5%

8.5%

10.4%

30.4%

20.4%

14.7%

52.6%

53.1%

3.7%

9.9%

1.0%

24.4%

15.2%

15.2%

48.3%

51.2%

11.9%

9.4%

4.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

当選させたい候補者がいたから

盛り立てたい政党があったから

今回の選挙に関心があったから

政治をよくするためには、ともかく投票することが大事だ
から

投票するのは義務だと思うから

家族に言われたから

入っている団体や組織や知り合いに頼まれたから

その他

18-24歳(N=164) 25歳以上(N=382) 全体(N=553)
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問３  （※投票した方のみお答え下さい）どの候補者や政党に投票するかを決める際に、

もっとも考えたのは次のうちどれですか。当てはまる番号を１つ選んで下さい。

 
[問３]の投票の際に考慮したことに関する質問への回答を、[問１]で「投票した」と回答

した人のみ抽出して集計したのが上記のグラフである。前期若年層は一般層と比べて「国

全体のこと」という回答が少なく、その分、「住んでいる地域のこと」「自分個人や家族の

こと」「自分の職業に関すること」が多くなっている。前期若年層の関心は自分の身近なと

ころにあるようである。 
  

33.5%

57.1%

49.5%

23.2%

19.4%

20.6%

7.9%

2.6%

4.2%

1.8%

2.4%

2.2%

22.6%

10.7%

14.5%

6.7%

1.8%

3.4%

4.3%

6.0%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=164)

25歳以上(N=382)

全体(N=553)

国全体のこと 住んでいる地域のこと 自分の職業に関すること

自分の入っている団体のこと 自分個人や家族のこと その他

無回答
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問４ （※投票しなかった方のみお答え下さい）今回の参議院選挙で投票しなかったのは、

どういうお気持ちからですか。当てはまる番号をすべて選んで下さい。

 
投票しなかった理由を尋ねた[問４]を、[問１]で「投票しなかった」と回答した人のみ抽

出して集計したのが上記のグラフである。 
今回の調査は、金沢市において選挙人名簿に登載されている人のみが調査対象であった

が、投票しなかった理由をみると、「住民票が別の市区町村にあるから」という回答が前期

若年層では比較的多い(16.2%)。調査が夏休み／お盆休みの期間に行われたため、住民票を

転居先に移していないが金沢市の実家に帰省していた回答者がいたため等と推測される。

住民票を移していない人も調査対象となる大学の授業等の場でアンケートをすると、この

理由を挙げる前期若年層はもっと多くなると推測される。 
前期若年層が挙げる投票しなかった理由としては、「関心が無い(27.6%)」や「面倒(23.8%)」

も多いが、なぜ面倒と思うのか、あるいは、なぜ関心がわかないのか、その理由を究明す

る必要があるだろう。その理由としては、選挙についての情報の不足がまず考えられる。

それは、「争点・候補者・政党についての情報がなかった(24.8%)」や「選挙のしくみがよく

分からなかった(15.2%)」などの回答が前期若年層に多いことからも伺える。 
「投票してもしなくても結果は変わらない(18.1%)」という回答も多いが、投票の大切さ

についてさらに啓発することも必要であろう。 
また、「やむを得ない用事があったから(26.7%)」も多い。[問１]では、前期若年層に期日

前投票の利用者が少なかったが、期日前投票のさらなる周知や投票の利便性の向上が必要

と思われる。 

10.5%

2.9%

26.7%

5.7%

23.8%

27.6%

24.8%

15.2%

18.1%

4.8%

10.5%

6.7%

16.2%

15.2%

0.9%

7.3%

12.7%

16.4%

23.6%

39.1%

19.1%

0.9%

26.4%

27.3%

30.9%

19.1%

0.9%

8.2%

6.0%

5.0%

19.3%

11.0%

23.9%

33.5%

21.6%

7.8%

22.0%

16.1%

21.1%

13.3%

8.3%

11.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

選挙があることや投票日を知らなかったから

投票所の場所や施設が不便だったから

やむをえない用事があったから

病気などの身体の都合で行けなかったから

面倒だから

今回の選挙にあまり関心がなかったから

選挙の争点や候補者や政党についての情報がなく、よく分からな
かったから

選挙のしくみが、よく分からなかったから

自分一人が投票してもしなくても結果は変わらず、同じだから

選挙結果が予想できるような無風選挙だったから

どの候補者・政党にも期待できないから

どの候補者・政党もたいして違いが無いから

住民票が別の市区町村にあるから

その他

18-24歳(N=105) 25歳以上(N=110) 全体(N=218)
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問５  投票したかどうかは別として、今回の参議院選挙で、あなたが役に立ったと思うも

のの番号をすべて選んで下さい。

 

 

24.8%

10.4%

15.9%

45.6%

2.6%

19.6%

1.5%

32.2%

5.2%

20.0%

3.3%

34.7%

16.7%

15.3%

46.8%

4.4%

42.9%

2.8%

13.7%

12.1%

9.9%

3.4%

30.9%

14.3%

15.5%

46.0%

3.7%

34.8%

2.3%

20.1%

9.5%

13.4%

3.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

選挙公報

演説会・ 街頭演説

ビラ・ ポスター・ ハガキ

テレビ

ラジオ

新聞

週刊誌・ 雑誌

インターネッ ト の情報

入っている団体からの情報

周りの人のすすめや会話

その他

18-24歳(N=270) 25歳以上(N=496) 全体(N=776)

68.7%

64.3%

69.8%

57.7%

71.4%

73.6%

75.0%

70.1%

64.3%

72.2%

22.2%

29.9%

35.7%

30.2%

41.5%

28.6%

26.4%

25.0%

28.7%

35.7%

27.8%

77.8%

1.5%

0.0%

0.0%

0.8%

0.0%

0.0%

0.0%

1.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

選挙公報(N=67)

演説会・ 街頭演説(N=28)

ビラ・ ポスター・ ハガキ(N=43)

テレビ (N=123)

ラジオ(N=7)

新聞(N=53)

週刊誌・ 雑誌(N=4)

インターネッ ト の情報(N=87)

入っている団体からの情報(N=14)

周りの人のすすめや会話(N=54)

その他(N=9)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答
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「今回の参院選で役立ったメディア」を尋ねた[問５]への回答をみると、前期若年層が評

価する情報源としては、多いものから順に、テレビ(45.6%)、インターネット(32.2%)、選挙

公報(24.8%)、周囲のすすめや会話(20.0%)、新聞(19.6%)、ビラ・ポスター・ハガキ(15.9%)、
演説会・街頭演説（10.4%）などが挙げられる。テレビには及ばないものの、インターネッ

トが新聞を大きく上回っていることや、一般層に比べて「周囲のすすめや会話」に情報を

依存している前期若年層が多いことが目につく。 
2 番目のグラフを見ると、「テレビ」「入っている団体からの情報」「演説会・街頭演説」

が「役に立った」と回答する前期若年層の投票参加率は低めになっていることがわかる。

演説会はともかく、テレビ、団体からの情報、街頭演説は、インターネットなど自分から

アクセスしないと選挙情報を得られない「能動的なメディア」ではなく、「受動的なメディ

ア」であるという点で共通点がある。これらの受動的なメディアについては、もともと選

挙に関心の無い人も触れる機会が多いので投票参加率が低くなっている可能性が考えられ

る。逆に、「ラジオ」や「週刊誌・雑誌」の投票参加率は高めになっているが、前期若年層

でこれらのメディアが「役に立った」と回答する数は一ケタ台で非常に少なく、誤差の影

響の可能性もあるので注意が必要である。 

79.1%

86.7%

84.2%

80.6%

77.3%

84.0%

71.4%

83.8%

83.3%

85.7%

70.6%

20.9%

12.0%

15.8%

18.5%

22.7%

15.0%

28.6%

16.2%

15.0%

14.3%

29.4%

0.0%

1.2%

0.0%

0.9%

0.0%

0.9%

0.0%

0.0%

1.7%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

選挙公報(N=172)

演説会・ 街頭演説(N=83)

ビラ・ ポスター・ ハガキ(N=76)

テレビ (N=232)

ラジオ(N=22)

新聞(N=213)

週刊誌・ 雑誌(N=14)

インターネッ ト の情報(N=68)

入っている団体からの情報(N=60)

周りの人のすすめや会話(N=49)

その他(N=17)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答
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2012 年の調査では、今回の調査のように特定の選挙を念頭に置いたものではなく選挙一

般についての質問ではあるが、今回と同じ「役立っていると思うメディア」を尋ねる質問

項目があったので、今回の調査結果と比べてみると（上のグラフ）、「演説会・街頭演説」

が今回の調査で大幅に減少し、「インターネット」が増加していることが目に付く。 
一般に「選挙」というと演説会や街頭演説をイメージするが、今回の調査は参院選を念

頭に置いた質問項目であり、選挙区が狭い衆議院選挙や地方議会選挙と比べて実際にはそ

れらを目にすることは少なかったことの現れであろうか。インターネットの増加について

は、その普及や、2013 年参院選からのネット選挙運動解禁の影響が考えられる。 
  

24.1%

20.4%

16.7%

42.6%

3.7%

25.9%

1.9%

24.1%

13.0%

22.2%

3.7%

34.1%

29.2%

16.8%

57.3%

8.0%

51.0%

7.4%

9.0%

10.3%

12.9%

1.5%

33.2%

28.6%

17.0%

56.2%

7.9%

49.5%

7.0%

10.0%

10.3%

13.5%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

選挙公報

演説会・ 街頭演説

ビラ・ ポスター・ ハガキ

テレビ

ラジオ

新聞

週刊誌・ 雑誌

インターネッ ト の情報

入っている団体からの情報

周りの人のすすめや会話

その他

選挙の際に役立っているメ ディ ア（ 2012年調査）

20代(N=54) 30歳以上(N=951) 全体(N=1022)
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問６  ふだん支持している政党がありますか。当てはまる番号を１つ選んで下さい。

 

 

4.8%

23.4%

16.8%

23.0%

33.9%

29.9%

71.1%

41.1%

51.7%

1.1%

1.6%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

支持政党ある 好ましいと思っている政党はある 支持政党なし 無回答

76.9%

75.8%

55.2%

23.1%

24.2%

44.3%

0.0%

0.0%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

支持政党ある (N=13)

好ましいと思っている政党はある (N=62)

支持政党なし (N=192)

18 ー24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 11 －



 

 

 
支持政党の有無に関する[問６]への回答をみると、よく指摘されることではあるが、若年

層では支持政党を持たない「無党派層」が圧倒的であることが分かる。支持政党や好まし

いと思っている政党がある人は前期若年層の 27.8％に過ぎない。前期若年層は、投票理由

を尋ねた[問２]で、応援したい政党や候補者がいたからという回答が少なかったが、そのこ

とと一致する結果である。 
なぜ前期若年層に支持する政党や好ましいと思う政党が無い人が多いかについては、投

票しなかった理由を尋ねた[問４]の分析結果を踏まえると、政党や争点についての情報不足

がその理由の１つとして考えられる。 
支持政党を持たない人の投票参加率は低く、前期若年層では 55.2%に過ぎない。 

  

93.1%

81.5%

64.2%

6.0%

16.7%

35.8%

0.9%

1.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

支持政党ある (N=116)

好ましいと思っている政党はある (N=168)

支持政党なし (N=204)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 12 －



 

 

 
問７ あなたは、次の方々と、政治や選挙についての話をすることがありますか。それぞ

れについて、当てはまる番号を１つ選んで下さい。

近所の人

 

 

55.9%

23.8%

35.3%

41.9%

57.9%

51.8%

2.2%

14.1%

9.9%

0.0%

2.2%

1.5%

0.0%

2.0%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

付き合いがない 政治や選挙の話はしない たまに政治や選挙の話をする

よく 政治や選挙の話をする 無回答

52.3%

71.7%

66.7%

47.0%

28.3%

33.3%

0.7%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

付き合いがない(N=151)

政治や選挙の話はしない(N=113)

たまに政治や選挙の話をする (N=6)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 13 －



 

 

 
[問７]では、周囲の人と付き合いがあるか、あるとすれば政治や選挙の話をするか、につ

いて尋ねた。投票参加に関する先行研究では、周囲の人から働きかけを受けることが投票

参加のきっかけとして重要であると指摘するものが多いが、周囲との付き合いや会話の状

況と投票参加との関係を検討する。 
まず、「近所の人」については、一般層でも、たまに／よく政治や選挙の話をする人は、

わずか 16.3%であるが、前期若年層については、そもそも近所の人と「付き合いが無い」

が 55.9%で 5 割を超え、付き合いがあったとしても政治や選挙の話をしない人がほどんど

である。 
投票参加率との関係を見ると、一般層では、付き合いが無い→政治や選挙の話をしない

→たまに話をする→よく話をする、の順に投票参加率がきれいに上昇しているのに対して、

前期若年層では、「たまに話をする」人よりも、「話をしない」人の方がむしろ投票参加率

が高くなっている。これは、前期若年層で「たまに話をする」人の数がわずか 6 人と少な

いことからくる誤差の可能性が考えられる。前期若年層で「付き合いがない」人の投票参

加率は 52.3%でかなり低い。 
  

64.4%

80.1%

84.3%

90.9%

35.6%

18.8%

15.7%

0.0%

0.0%

1.0%

0.0%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

付き合いがない(N=118)

政治や選挙の話はしない(N=287)

たまに政治や選挙の話をする (N=70)

よく 政治や選挙の話をする (N=11)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 14 －



 

 

 
家族・親戚

 

 

4.1%

3.6%

4.0%

36.7%

36.7%

36.9%

53.0%

51.6%

51.5%

5.9%

6.9%

6.6%

0.4%

1.2%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

付き合いがない 政治や選挙の話はしない たまに政治や選挙の話をする

よく 政治や選挙の話をする 無回答

36.4%

58.6%

61.5%

87.5%

63.6%

41.4%

37.8%

12.5%

0.0%

0.0%

0.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

付き合いがない(N=11)

政治や選挙の話はしない(N=99)

たまに政治や選挙の話をする (N=143)

よく 政治や選挙の話をする (N=16)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 15 －



 

 

 
近所の人については、一般層と前期若年層で、付き合いや政治や選挙の話の有無で大き

く差が開いていたが、家族・親戚については、その差は小さく、また、政治や選挙の話を

「たまにする」人が前期若年層でも 5 割を超えている。 
投票参加率との関係では、一般層も前期若年層も、付き合いが無い→政治や選挙の話を

しない→たまに話をする→よく話をする、の順に投票参加率がきれいに上昇している。 
  

61.1%

64.8%

85.2%

91.2%

38.9%

34.1%

14.5%

5.9%

0.0%

1.1%

0.4%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

付き合いがない(N=18)

政治や選挙の話はしない(N=182)

たまに政治や選挙の話をする (N=256)

よく 政治や選挙の話をする (N=34)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 16 －



 

 

 
職場・学校の人

 

 

9.3%

19.2%

16.4%

62.6%

40.1%

47.7%

27.0%

25.6%

25.8%

0.7%

3.0%

2.3%

0.4%

12.1%

7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

付き合いがない 政治や選挙の話はしない たまに政治や選挙の話をする

よく 政治や選挙の話をする 無回答

48.0%

59.2%

67.1%

100.0%

48.0%

40.8%

32.9%

0.0%

4.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

付き合いがない(N=25)

政治や選挙の話はしない(N=169)

たまに政治や選挙の話をする (N=73)

よく 政治や選挙の話をする (N=2)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 17 －



 

 

 
職場や学校の人と「付き合いがない」という回答は前期若年層で 9.3%と少ない。職業に

ついて尋ねた[問１８]によると、「無職」の人は一般層では 19.4%であるのに対して前期若

年層は 1.9%と少なく、また、前期若年層で高校・専門学校・大学などの「学生」は 58.5%
であった。このことが前期若年層における「職場や学校の人と付き合いがない」という回

答の少なさに影響していると思われる。 
政治や選挙の話については、前期若年層は「政治や選挙の話はしない」が 62.6%で多い

ものの、「たまに政治や選挙の話をする」人も 27.0%で比較的多い。 
投票参加率との関係では、一般層も前期若年層も、付き合いが無い→政治や選挙の話を

しない→たまに話をする→よく話をする、の順に投票参加率がきれいに上昇している。 
  

74.7%

74.9%

79.5%

80.0%

25.3%

24.1%

20.5%

13.3%

0.0%

1.0%

0.0%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

付き合いがない(N=95)

政治や選挙の話はしない(N=199)

たまに政治や選挙の話をする (N=127)

よく 政治や選挙の話をする (N=15)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 18 －



 

 

 
友人・知人

 

 

6.3%

6.7%

6.7%

62.6%

56.0%

58.4%

30.0%

31.5%

30.7%

1.1%

4.4%

10.0%

0.0%

1.4%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

付き合いがない 政治や選挙の話はしない たまに政治や選挙の話をする

よく 政治や選挙の話をする 無回答

41.2%

57.4%

71.6%

66.7%

58.8%

42.0%

28.4%

33.3%

0.0%

0.6%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

付き合いがない(N=17)

政治や選挙の話はしない(N=169)

たまに政治や選挙の話をする (N=81)

よく 政治や選挙の話をする (N=3)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 19 －



 

 

 
一般層、前期若年層ともに、友人・知人と「付き合いがない」は非常に少ないが、前期

若年層は「政治や選挙の話をしない」人が多い。しかし、「たまに話をする」人も 30.0%で

比較的多い。 
投票参加率との関係については、一般層も前期若年層も、基本的には、付き合いが無い

→政治や選挙の話をしない→たまに話をする→よく話をする、の順に投票参加率が上昇し

ているが、前期若年層の「よく」（該当者 3 人）と一般層の「付き合いがない」（該当者 33
人）は該当者が少ないことからくる誤差ゆえか、不規則な結果になっている。 
  

72.7%

71.6%

85.3%

90.9%

27.3%

28.1%

14.1%

4.5%

0.0%

0.4%

0.6%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

付き合いがない(N=33)

政治や選挙の話はしない(N=278)

たまに政治や選挙の話をする (N=156)

よく 政治や選挙の話をする (N=22)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 20 －



 

 

 
入っている団体の人（仕事関係の団体・労働組合・宗教団体・市民団体など）

 

 

66.7%

51.8%

57.3%

23.7%

18.8%

20.4%

6.7%

17.1%

13.3%

0.7%

2.2%

1.7%

2.2%

10.1%

7.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

付き合いがない 政治や選挙の話はしない たまに政治や選挙の話をする

よく 政治や選挙の話をする 無回答

62.2%

54.7%

66.7%

100.0%

37.2%

45.3%

33.3%

0.0%

0.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

付き合いがない(N=180)

政治や選挙の話はしない(N=64)

たまに政治や選挙の話をする (N=18)

よく 政治や選挙の話をする (N=2)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 21 －



 

 

 
「入っている団体の人」については、そもそも団体の人と「付き合いがない」という回

答が前期若年層、一般層ともに多く、5 割を超えている。職業を尋ねた[問１８]では一般層

で「無職」の人が 19.4%で、前期若年層で「学生」の人が 58.5%であったが、そのような

立場にある人は、この質問で団体の例として挙げられている「仕事関係の団体」や「労働

組合」への加入は少なくなるであろう。 
投票参加率との関係では、一般層は、付き合いが無い→政治や選挙の話をしない→たま

に話をする→よく話をする、の順に投票参加率が上昇しているが、前期若年層については、

「付き合いがない」人以外は該当数が少ないことからくる誤差ゆえか、不規則な結果にな

っている。 
 

74.7%

77.4%

80.0%

90.9%

24.9%

22.6%

18.8%

0.0%

0.4%

0.0%

1.2%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

付き合いがない(N=257)

政治や選挙の話はしない(N=93)

たまに政治や選挙の話をする (N=85)

よく 政治や選挙の話をする (N=11)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 22 －



 

 

 
 

[問７]で尋ねた 5 つのカテゴリーの周囲の人との会話について、政治や選挙の話を「よく

する」と「たまにする」を合計して一般層と前期若年層で比べたのが上記のグラフである。 
[問５]の役立ったメディアについての質問で、前期若年層について「周囲のすすめや会話

が役立った」という回答が多かったが、前期若年層のこの[問７]への回答をみると、その「周

囲」とは、まずは「家族・親戚(58.9%)」で、次いで「友人・知人(31.1%)」、「職場・学校の

人(27.8%)」であることが分かる。また、それらの人と付き合いがある人や会話をする人は

投票参加率が高い傾向があった。一方、「入っている団体の人」や「近所の人」と話をする

という前期若年層の回答は、一般層と比べてかなり少ない。 
  

2.2%

58.9%

27.8%

31.1%

7.4%

16.3%

58.5%

28.6%

35.9%

19.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

近所の人

家族・ 親戚

職場・ 学校の人

友人・ 知人

入っている団体の人

[問7]政治や選挙の話をしますか「 よく 」 +「 たまに」

18-24歳 25歳以上

－ 23 －



 

 

 
問８ あなたは、次のものについて、どの程度、愛着をお持ちですか。それぞれについて、

当てはまる番号を１つ選んで下さい。

国

 

 

31.1%

51.4%

44.2%

56.7%

38.1%

44.2%

12.2%

7.1%

9.1%

0.0%

3.4%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

大いに 少しは 特にない 無回答

54.8%

64.1%

60.6%

45.2%

35.3%

39.4%

0.0%

0.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大いに(N=84)

少しは(N=153)

特にない(N=33)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 24 －



 

 

 
石川県

 

85.5%

68.8%

57.1%

13.3%

30.7%

42.9%

1.2%

0.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大いに(N=255)

少しは(N=189)

特にない(N=35)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

41.5%

50.4%

47.2%

48.5%

38.1%

41.6%

10.0%

7.7%

8.5%

0.0%

3.8%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

大いに 少しは 特にない 無回答

－ 25 －



 

 

 

 
  

61.6%

60.3%

59.3%

37.5%

39.7%

40.7%

0.9%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大いに(N=112)

少しは(N=131)

特にない(N=27)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

85.2%

68.8%

63.2%

13.6%

30.7%

36.8%

1.2%

0.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大いに(N=250)

少しは(N=189)

特にない(N=38)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 26 －



 

 

 
金沢市

 

 

51.9%

61.5%

58.0%

38.1%

30.6%

33.0%

10.0%

5.2%

7.1%

0.0%

2.6%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

大いに 少しは 特にない 無回答

62.1%

59.2%

59.3%

37.1%

40.8%

40.7%

0.7%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大いに(N=140)

少しは(N=103)

特にない(N=27)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 27 －



 

 

 
国、県、市に対する愛着感について尋ねた[問８]については、前期若年層で「大いに愛着」

という回答は、国で 31.1%、石川県で 41.5%、金沢市で 51.9%となっており、国、県、市

と身近なコミュニティになるにつれて愛着感が強くなる傾向がある。 
一般層と比較すると、国、県、市のいずれについても、前期若年層の「大いに愛着」は

一般層に比べて少ない。特に、国については 20 ポイント以上差が開いている。このことは、

[問３]の投票する際に考慮したことについての質問で、前期若年層で「国全体のこと」を考

慮したという回答が少なかったことと一致する。 
投票参加との関係では、一般層では、特にない→少しは→大いにの順で投票参加率が上

がる傾向が明確にある。前期若年層も概ねそのような順になっているが、その傾きは緩や

かで不規則になっている部分もあり一般層ほどその傾向は明確ではなく、愛着感が投票参

加に及ぼす影響は一般層に比べて弱いようである。 
  

83.9%

65.1%

57.7%

15.1%

34.2%

42.3%

1.0%

0.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大いに(N=305)

少しは(N=152)

特にない(N=26)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 28 －



 

 

 
問９ あなたはインターネット上で、選挙や政治についての意見交換をすることがありま

すか（電子掲示板・フェイスブックやツイッター等の ・電子メールなど）。当てはまる

番号を１つ選んで下さい。

 

 

0.7%

0.6%

0.6%

2.2%

1.6%

1.8%

21.9%

12.7%

15.9%

72.6%

41.7%

52.4%

2.6%

39.5%

26.5%

0.0%

3.8%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

よく 意見交換をする たまに意見交換をする

意見を書き込まないが他人の意見は見る ネッ ト は利用するが意見交換はしない

ネッ ト は利用しない 無回答

50.0%

66.7%

71.2%

57.7%

57.1%

50.0%

33.3%

28.8%

41.8%

42.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく 意見交換をする (N=2)

たまに意見交換をする (N=6)

意見を書き込まないが他人の意見は見る (N=59)

ネッ ト は利用するが意見交換はしない(N=196)

ネッ ト は利用しない(N=7)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 29 －



 

 

 
インターネット上での意見交換について尋ねた[問９]への回答を見ると、一般層に比べて

前期若年層は「ネットを利用しない」という回答は非常に少ないこと、また、前期若年層

はネットを利用してはいるが、自ら書き込んでよく／たまに選挙や政治についての意見交

換をする人は非常に少なく（合わせて 2.9%）、多くの人は他人の意見を見るだけか（21.9%）、

ネットを選挙や政治についての意見交換に使わない人が多い（72.6%）。 
投票参加率との関係については、前期若年層については、ネットを利用しない→ネット

は利用するが意見交換はしない→他人の意見は見る、の順で投票参加率が高まっているが、

「よく意見交換する（該当者 2 人）」と「たまに意見交換する（該当者 6 人）」については、

該当者が非常に少ないこともあって不規則な結果になっている。一般層については、該当

数が少ない「よく意見交換する（該当者 3 人）」と「たまに意見交換する（該当者 8 人）」

が不規則な結果になっているほか、「ネットは利用しない」人の方が「ネットは利用するが

意見交換はしない」人よりも投票参加率が高いなど、関係がはっきりしない。 
 
 

33.3%

100.0%

81.0%

75.8%

78.1%

66.7%

0.0%

17.5%

23.7%

20.9%

0.0%

0.0%

1.6%

0.5%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく 意見交換をする (N=3)

たまに意見交換をする (N=8)

意見を書き込まないが他人の意見は見る (N=63)

ネッ ト は利用するが意見交換はしない(N=207)

ネッ ト は利用しない(N=196)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 30 －



 

 

 
2012 年の調査でも同じ質問文と選択肢で尋ねていたので、今回の調査結果と比べてみる

と（上のグラフ）、「全体」について「インターネットは利用しない」は前回の 43.6％から

今回は 26.5%へと減少しており、一般層を含めて着実にインターネットの普及が進んでい

ることが分かる。このことは「役立ったメディア」に関する[問５]の分析結果と一致する。 
また、インターネットを利用する人でも、それを選挙や政治の意見交換には使わない人

が多数である傾向は変わらないものの、「全体」について、自ら書き込まないまでも「他人

の意見を見る」人が前回の 9.9%から今回は 15.9%に増加していることも注目される。 
  

0.0%

0.2%

0.3%

0.0%

1.8%

1.8%

16.7%

9.1%

9.9%

70.4%

39.2%

40.5%

11.1%

46.0%

43.6%

1.9%

3.7%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代(N=54)

30歳以上(N=951)

全体(N=1022)

インターネッ ト 上での意見交換（ 2012年調査）

よく 意見交換をする たまに意見交換をする

意見を書き込まないが他人の意見は見る ネッ ト は利用するが意見交換はしない

ネッ ト は利用しない 無回答

－ 31 －



 

 

 
問１０ あなたは、日頃、社会の一員として、何か社会のために役立ちたいと思っていま

すか、それとも、あまりそのようなことは考えていませんか。当てはまる番号を１つ選ん

で下さい。

 

 

46.7%

48.0%

47.3%

41.5%

38.3%

39.0%

11.9%

11.9%

12.2%

0.0%

1.8%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

思っている あまり考えていない わからない 無回答

63.5%

58.9%

56.3%

36.5%

40.2%

43.8%

0.0%

0.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

思っている (N=126)

あまり考えていない(N=112)

わからない(N=32)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 32 －



 

 

 
[問１０]の社会貢献意識に関する質問への回答については、前期若年層も一般層もそれほ

どパーセンテージは変わらない。 
投票参加率との関係を見ると、前期若年層も一般層も社会貢献意識が高い人の方が投票

参加率が高い。 
 

80.3%

74.2%

71.2%

18.5%

25.3%

28.8%

1.3%

0.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

思っている (N=238)

あまり考えていない(N=190)

わからない(N=59)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 33 －



 

 

 
2012 年の調査でも同じ質問文と選択肢で尋ねていたので、今回の調査結果と比べてみる

と（上のグラフ）、前回の2012年調査は2011年の東日本大震災の翌年に実施されたゆえか、

社会貢献意識が若年層もそれ以外も今回の調査より高かったことが分かる。 
  

50.0%

57.6%

57.1%

25.9%

29.1%

29.1%

22.2%

10.6%

11.2%

1.9%

2.6%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代(N=54)

30歳以上(N=951)

全体(N=1022)

社会貢献意識（ 2012年調査）

思っている あまり考えていない わからない 無回答

－ 34 －



 

 

 
問１１ 以下の活動について、参加した経験があるものがありますか。当てはまる番号を

すべて選んで下さい。

 

 

65.9%

55.2%

2.6%

0.7%

5.9%

1.1%

0.4%

1.1%

0.0%

0.7%

3.0%

20.4%

39.3%

63.9%

19.0%

16.3%

26.8%

3.2%

2.2%

2.8%

5.0%

12.9%

23.6%

18.3%

48.2%

60.7%

13.0%

11.0%

19.2%

2.4%

1.5%

2.2%

3.2%

8.6%

16.2%

19.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

ボランティ ア活動

町内会等の地域活動

選挙運動の手伝い

候補者や政党への投票を知人に依頼

請願などへの署名

街頭デモ

政治家に対する陳情や抗議や請願

役所に対する陳情や抗議や請願

候補者や政党への寄附

政治家の後援会や政党への加入

政治に関係する集会や会合への出席

どれも参加したことがない

18-24歳(N=270) 25歳以上(N=496) 全体(N=776)

63.5%

61.1%

71.4%

100.0%

68.8%

100.0%

100.0%

66.7%

100.0%

100.0%

56.4%

36.5%

38.9%

28.6%

0.0%

31.3%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

41.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ボランティ ア活動(N=178)

町内会等の地域活動(N=149)

選挙運動の手伝い(N=7)

候補者や政党への投票を知人に依頼(N=2)

請願などへの署名(N=16)

街頭デモ (N=3)

政治家に対する陳情や抗議や請願(N=1)

役所に対する陳情や抗議や請願(N=3)

候補者や政党への寄附(N=0)

政治家の後援会や政党への加入(N=2)

政治に関係する集会や会合への出席(N=8)

どれも参加したことがない(N=55)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 35 －



 

 

 
経験したことのある社会的・政治的活動を尋ねた[問１１]については、前期若年層は「ボ

ランティア活動」の経験率は一般層を上回っており、「町内会等の地域活動」についても一

般層には劣るものの経験率は高い。しかし、選挙権年齢が引き下げられたことに伴って

18-19 歳に政治活動・選挙運動が解禁されて間がないこともあってか、政治や選挙に関する

活動を経験したことのある前期若年層は一般層に比べてかなり少ない。 
投票参加率については、選挙運動の手伝いなど、選挙や政治に関係する活動の経験者の

投票参加率が高いのは不思議ではないが、「ボランティア活動」や「町内会等の地域活動」

など、直接、政治や選挙とは関係のない活動であっても、その経験者は「どれも参加した

ことがない」人よりも投票参加率が高い傾向は、前期若年層と一般層で共通している。 

81.0%

80.4%

76.6%

84.0%

82.7%

87.5%

90.9%

71.4%

80.0%

82.8%

80.3%

71.4%

17.9%

18.6%

21.3%

14.8%

15.8%

12.5%

9.1%

28.6%

16.0%

14.1%

17.9%

28.6%

1.0%

0.9%

2.1%

1.2%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

4.0%

3.1%

1.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ボランティ ア活動(N=195)

町内会等の地域活動(N=317)

選挙運動の手伝い(N=94)

候補者や政党への投票を知人に依頼(N=81)

請願などへの署名(N=133)

街頭デモ (N=16)

政治家に対する陳情や抗議や請願(N=11)

役所に対する陳情や抗議や請願(N=14)

候補者や政党への寄附(N=25)

政治家の後援会や政党への加入(N=64)

政治に関係する集会や会合への出席(N=117)

どれも参加したことがない(N=91)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 36 －



 

 

 
2012 年の調査でも同じ質問文・選択肢で尋ねていたので、若年層の回答を今回の調査結

果と比べてみると（上のグラフ）、政治や選挙に関する活動の経験率は前回の方が高かった

が、「ボランティア活動」や「町内会等の地域活動」といった、政治や選挙とは直接の関係

がない活動の経験率は今回の方が高くなっている。近年、学生の地域貢献活動やボランテ

ィア活動の促進に力を入れる大学等が増えているが、その影響もあるのであろうか。 
  

57.4%

50.0%

3.7%

5.6%

20.4%

1.9%

0.0%

0.0%

1.9%

0.0%

3.7%

24.1%

39.1%

69.1%

23.4%

20.1%

33.0%

3.7%

3.9%

4.4%

4.0%

13.8%

29.0%

13.8%

39.7%

67.8%

22.2%

19.1%

31.9%

3.5%

3.7%

4.1%

3.9%

12.9%

27.3%

14.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

ボランティ ア活動

町内会等の地域活動

選挙運動の手伝い

候補者や政党への投票を知人に依頼

請願などへの署名

街頭デモ

政治家に対する陳情や抗議や請願

役所に対する陳情や抗議や請願

候補者や政党への寄附

政治家の後援会や政党への加入

政治に関係する集会や会合への出席

どれも参加したことがない

参加した経験（ 2012年調査）

20代(N=54) 30歳以上(N=951) 全体(N=1022)

－ 37 －



 

 

 
問１２ 今回の参議院選挙で、選挙管理委員会ではさまざまな方法で、選挙の広報をしま

したが、以下のうちで、あなたが見たり聞いたりしたものがありますか。当てはまる番号

をすべて選んで下さい。

 

 

21.9%

9.6%

3.0%

20.7%

9.3%

33.0%

3.3%

53.3%

0.4%

7.0%

22.0%

6.5%

1.8%

55.4%

4.0%

24.2%

1.2%

62.1%

1.4%

2.0%

21.6%

7.5%

2.2%

42.8%

5.9%

27.1%

1.9%

58.5%

1.0%

4.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

広告塔、 電光掲示板

金沢市ホームページ、 メ ールニュース、 フェ イス…

市役所、 市民センター等での庁舎内放送

新聞掲載の金沢市広報または選挙管理委員会の活…

ケーブルテレビ、 FM放送

街頭での啓発活動

商業施設内での放送

ポスター、 チラシ

ごみゼロド ッ ト コムの携帯メ ール

その他

18-24歳(N=270) 25歳以上(N=496) 全体(N=776)

59.3%

69.2%

87.5%

75.0%

80.0%

52.8%

77.8%

61.8%

0.0%

42.1%

39.0%

30.8%

12.5%

25.0%

20.0%

47.2%

22.2%

37.5%

100.0%

57.9%

1.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.7%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

広告塔、電光掲示板(N=59)

金沢市ホームページ、メールニュース、フェイスブック(N=26)

市役所、市民センター等での庁舎内放送(N=8)

新聞掲載の金沢市広報または選挙管理委員会の活動記事(N=56)

ケーブルテレビ、FM放送(N=25)

街頭での啓発活動(N=89)

商業施設内での放送(N=9)

ポスター、チラシ(N=144)

ごみゼロドットコムの携帯メール(N=1)

その他(N=19)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 38 －



 

 

 
参院選の際の選管広報への接触を尋ねた[問１２]への回答をみると、前期若年層は、通学

などでまちなかを通過する機会が多いゆえか、ポスター・チラシ(53.3%)、街頭での啓発活

動(33.0%)、広告塔・電光掲示板(21.9%)など、たとえ選挙に関心が無くとも街頭で接触する

メディアを挙げる回答者が多くなっている（ただし街頭での啓発活動についてはテレビや

新聞の報道を通じて接触した人も含まれると思われる）。 
前期若年層について選管広報への接触と投票参加率との関係をみると、参加率が高いも

のから順に、庁舎内放送(87.5%)、ケーブル TV・FM 放送(80.0%)、商業施設内での放送

(77.8%)、新聞掲載の広報・選管活動記事(75.0%)、金沢市ホームページ・フェイスブック

(69.2%)、などとなっている。 
接触率の高い広報と投票参加率の高い広報は一致しない。接触率の高いメディアについ

ては、選挙に関心が無いものの街頭などで選管広報に受動的に接触した人が多く含まれて

いることが投票参加率が低い原因の１つと考えられる。 
  

72.5%

71.9%

66.7%

81.1%

70.0%

71.7%

66.7%

76.0%

71.4%

80.0%

25.7%

21.9%

33.3%

18.2%

25.0%

27.5%

33.3%

23.1%

28.6%

20.0%

1.8%

6.3%

0.0%

0.7%

5.0%

0.8%

0.0%

1.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

広告塔、 電光掲示板(N=109)

金沢市ホームページ、 メ ールニュース、 フェ イスブッ ク (N=32)

市役所、 市民センター等での庁舎内放送(N=9)

新聞掲載の金沢市広報または選挙管理委員会の活動記事(N=275)

ケーブルテレビ、 FM放送(N=20)

街頭での啓発活動(N=120)

商業施設内での放送(N=6)

ポスター、 チラシ (N=308)

ごみゼロド ッ ト コムの携帯メ ール(N=7)

その他(N=10)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 39 －



 

 

 
問１３ 当日に投票に行けない方のための制度の「期日前投票制度」をご存知ですか。当

てはまる番号を１つ選んで下さい。

 

 

24.4%

55.4%

44.5%

48.5%

39.3%

42.4%

21.1%

2.8%

9.1%

5.6%

0.8%

2.6%

0.4%

1.6%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

利用したことがある

知っているが必要がなかったので利用したことはない

知っているが方法や場所が分からず利用したことはない

知らない

無回答

89.4%

66.4%

24.6%

26.7%

9.1%

33.6%

75.4%

73.3%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したことがある (N=66)

知っているが必要がなかったので利用したことはない

(N=131)

知っているが方法や場所が分からず利用したことはな

い(N=57)

知らない(N=15)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 40 －



 

 

 
期日前投票制度は 2004 年に導入されて以降、徐々に普及し、選挙管理委員会の集計によ

ると 2016 年参院選では金沢市の投票者の 34.0%が期日前投票で投票を行ったが、[問１３]
への回答をみると、前期若年層では、制度は知っていても「方法や場所が分からず利用し

たことがない」が 21.1％と多く、「制度自体を知らない」という回答者も 5.6%いた。前期

若年層に対する期日前投票制度のさらなる周知が必要であろう。 
投票参加率については、前期若年層も一般層も、「利用したことがある／利用したことは

ないが知っている」と、「知らない／方法や場所が分からない」との間で投票参加率に大き

く差がついている。投票しなかった理由を尋ねた[問４]で、前期若年層に「やむをえない用

事があったから」という回答が多かったことも併せて考えると、期日前投票制度のさらな

る周知が投票参加を向上させる上で有効であると考えられる。 
  

84.4%

70.3%

28.6%

50.0%

14.5%

29.7%

64.3%

50.0%

1.1%

0.0%

7.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したことがある (N=275)

知っているが必要がなかったので利用したことはない

(N=195)

知っているが方法や場所が分からず利用したことはな

い(N=14)

知らない(N=4)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 41 －



 

 

 
問１４ 現在、特に若年層を中心として投票率が低下しているといわれていますが、その

原因は何だとお考えですか。当てはまる番号をすべて選んで下さい。

 
若年層を中心とした投票率低下の原因について質問した[問１４]について、前期若年層の

回答を見ると（上のグラフ）、「候補者や政策がよく分からない（66.3%）」や「投票したい

候補者や政党がない（56.3%）」が一般層に比べて多い。これは、[問４]の棄権理由について

の質問で、前期若年層に「争点・候補者・政党についての情報がなかった」という回答が

多かったことや、[問２]の投票理由についての質問で、前期若年層に「応援したい候補者や

政党があるから投票した」という回答が少なかったことと一致する。 
  

56.3%

66.3%

24.4%

52.6%

44.8%

48.9%

10.7%

46.2%

56.9%

29.0%

62.1%

56.0%

49.2%

4.8%

49.6%

60.2%

27.6%

58.6%

52.4%

49.1%

7.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

投票したい候補者や政党がない

候補者や政策がよく わからない

学校等で政治や選挙について勉強する機会がない

自分１ 人が投票しなく ても同じだと思っている

選挙で政治や暮らしが良く なるとは思っていない

投票が面倒く さいと思っている

その他

18-24歳(N=270) 25歳以上(N=496) 全体(N=776)

－ 42 －



 

 

 
問１５ 若年層に選挙に関心をもってもらうためには、どのようなことをすれば効果があ

ると思いますか。ご自由にお書きください。

 
若年層に選挙に関心を持ってもらう方策について自由記述式で質問した[問１５]への回

答を、主要カテゴリーに分類して集計したのが上のグラフである。いずれのカテゴリーに

も該当しない少数意見は「その他」とした。2 つ以上の事項について記述があるものは、

冒頭で記述されているものをより重視しているとみなして集計した（％の数値に隣接する

数値は該当数）。 
「その他」には、被選挙権年齢の引き下げによって若い候補者を増やすことや、議員の

定年制導入や、年齢別の比例代表制、等の制度改正を訴える回答などがあった。 
カテゴリーで一番多いのは「学校教育や政府や選管の啓発」で、次に多いのが、若者に

魅力のある政策を提示するなど「政党や政治家の努力」であった。 
 
問１６ あなたのお年は満年齢でおいくつですか。

※年齢層別の回収数や構成比については、「Ⅱ 回収の結果について」を参照されたい。 
※年齢層別の投票参加率については、[問１]のグラフを参照されたい。 
  

11
1.4%

19
2.4% 70

9.0%

107
13.8%

32
4.1%

20
2.6%

33
4.3%

14
1.8%32

4.1%6
0.8%

38
4.9%

394
50.8%

棄権に罰・ 義務投票化

投票に利益・ 特典

政党や政治家の努力（ 公約を守る・

魅力的な候補者・ 政策など）
学校教育・ 政府や選管の啓発

インターネッ ト ・ スマホの活用

（ ネッ ト 投票含む）
もっと投票しやすく

マスメ ディ アの報道・ 情報を得やす

く ・ わかりやすく
家族・ 周囲の人のはたらきかけや会

話
選挙や政治がもたらす結果・ つなが

りを理解させる
議員・ 政治家との接触・ 講演

その他

無回答・ わからない

－ 43 －



 

 

 
問１７ あなたの性別はどちらですか。当てはまる番号を１つ選んで下さい。

 

 

48.9%

46.2%

46.6%

51.1%

53.8%

53.0%

0.0%

0.0%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

男 女 無回答

66.7%

55.1%

33.3%

44.2%

0.0%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男(N=132)

女(N=138)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 44 －



 

 

 
[問１７]で尋ねている性別に投票参加率を見ると、前期若年層も一般層も女性の方が投票

しなかった人が多いが、特に前期若年層で女性の投票参加率が低い。 
 
問１８ あなたのご職業は何ですか。当てはまる番号を１つ選んで下さい。

 

77.7%

76.4%

20.5%

23.6%

1.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男(N=229)

女(N=267)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

1.9%

14.9%

10.3%

0.7%

1.0%

0.9%

29.3%

32.9%

31.3%

4.8%

11.9%

9.4%

1.1%

15.9%

10.7%

1.9%

19.4%

13.3%

6.3%

0.0%

2.2%

9.6%

0.2%

3.5%

42.6%

0.0%

14.8%

1.9%

2.4%

2.3%

0.0%

1.4%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

自営業・ 自由業 家の仕事を手伝っている お勤め

パート やアルバイト 主婦（ 主夫） 無職

学生（ 高校） 学生（ 高専・ 短大・ 専門学校） 学生（ 大学・ 大学院）

その他 無回答

－ 45 －



 

 

 

 
前期若年層では高校や専門学校や大学の学生は計 58.5%を占めるが同じ学生でも投票参

加率は大きく異なり、高校や専門学校生で投票参加率が 70％を超えているのに対して、大

学生のそれは 55.7%と低い。住民票を移していなかったり、（投票を働きかける）親と同居

していなかったりする大学生が多いなどの影響もあるのであろう。2016 年の 18 歳への選

40.0%

50.0%

65.8%

38.5%

66.7%

60.0%

70.6%

76.9%

55.7%

60.0%

60.0%

50.0%

34.2%

61.5%

0.0%

40.0%

29.4%

23.1%

44.3%

40.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自営業・ 自由業(N=5)

家の仕事を手伝っている (N=2)

お勤め(N=79)

パート やアルバイト (N=13)

主婦（ 主夫） (N=3)

無職(N=5)

学生（ 高校） (N=17)

学生（ 高専・ 短大・ 専門学校） (N=26)

学生（ 大学・ 大学院） (N=115)

その他(N=5)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

74.3%

100.0%

73.6%

78.0%

83.5%

78.1%

100.0%

83.3%

23.0%

0.0%

25.8%

22.0%

16.5%

20.8%

0.0%

16.7%

2.7%

0.0%

0.6%

0.0%

0.0%

1.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自営業・ 自由業(N=74)

家の仕事を手伝っている (N=5)

お勤め(N=163)

パート やアルバイト (N=59)

主婦（ 主夫） (N=79)

無職(N=96)

学生（ 高校） (N=0)

学生（ 高専・ 短大・ 専門学校） (N=1)

学生（ 大学・ 大学院） (N=0)

その他(N=12)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 46 －



 

 

挙権年齢引き下げでは高校生の投票参加に注目が集まり、選挙に関する出前授業や模擬投

票など高校への選挙啓発も活発に行われたが、大学生への啓発も重要な課題である。 
問１９ あなたは金沢市のお生まれですか。他所から移られてきた場合は何年ぐらいお住

まいですか。当てはまる番号を１つ選んで下さい。

 

 

74.1%

56.0%

62.1%

10.4%

3.0%

5.7%

15.2%

40.9%

31.8%

0.4%

0.0%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

金沢市の生まれ 市に来て3年未満 市に来て3年以上 無回答

60.0%

57.1%

68.3%

39.5%

42.9%

31.7%

0.5%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

金沢市の生まれ(N=200)

市に来て3年未満(N=28)

市に来て3年以上(N=41)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 47 －



 

 

 
[問１９]への回答を見ると、一般層で「金沢市の生まれ」は 56.0%のみで他所から移って

きた人も多いのに対して、前期若年層では「金沢市の生まれ」が多く、74.1%を占める。 
投票参加率との関係を見ると、他所から移ってきた人について金沢市での居住年数が「3

年未満」か「3 年以上」かで投票参加率の差が大きく、居住年数の多い人の方が投票参加率

は高い。これは、長く住んでいる人ほど、地域の政治状況について情報を蓄積し、また、

地域への愛着や利害関係も深い傾向があるので、選挙に関心をもちやすいなどの理由が考

えられる。 
「金沢市の生まれ」については、一般層では最も投票参加率が高いが「市に来て 3 年以

上」の人とそれほど大きな差はなく、前期若年層では「市に来て 3 年以上」の人よりもむ

しろ投票参加率は低くなっており、金沢市の生まれか他所から移ってきたかは投票参加に

それほど大きな差をもたらさないようである。 
  

79.1%

60.0%

75.4%

20.1%

40.0%

23.6%

0.7%

0.0%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

金沢市の生まれ(N=278)

市に来て3年未満(N=15)

市に来て3年以上(N=203)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 48 －



 

 

 
問２０ 現在のお住まいのご家族は、以下のように分類した場合、どれにあたりますか。

当てはまる番号を１つ選んで下さい。

 

 

22.2%

10.9%

15.1%

1.9%

27.6%

18.3%

57.0%

46.6%

50.1%

17.0%

11.3%

13.1%

1.9%

2.6%

2.4%

0.0%

1.0%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

一人世帯（ 単身） 一世代世帯（ 夫婦のみ） 二世代世帯（ 親と子）

三世代世帯（ 親と子と孫） その他 無回答

55.0%

40.0%

63.6%

67.4%

0.0%

45.0%

40.0%

36.4%

32.6%

100.0%

0.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一人世帯（ 単身） (N=60)

一世代世帯（ 夫婦のみ） (N=5)

二世代世帯（ 親と子） (N=154)

三世代世帯（ 親と子と孫） (N=46)

その他(N=5)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 49 －



 

 

 
[問２０]の家族形態についての質問では、一般層で「夫婦のみの世帯」が 27.6%と多いの

に対して、前期若年層では、「単身世帯」や「親と子の世帯」や「三世代世帯」が多くなっ

ている。 
投票参加率との関係では、前期若年層では、該当数が 5 人と少ない「夫婦のみの世帯」

を除いて、世帯人数が多くなるほど投票参加率が高くなることが注目される。[問２]の投票

理由についての質問で前期若年層は「家族に言われたから」という回答が多かったが、や

はり家族からの働きかけが重要なのであろうか。一般層については、世帯人数が多いほど

投票参加率が高いというわけではないが、「単身世帯」については投票参加率が顕著に低い。 
  

59.3%

82.5%

79.2%

73.2%

76.9%

40.7%

15.3%

20.3%

26.8%

23.1%

0.0%

2.2%

0.4%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一人世帯（ 単身） (N=54)

一世代世帯（ 夫婦のみ） (N=137)

二世代世帯（ 親と子） (N=231)

三世代世帯（ 親と子と孫） (N=56)

その他(N=13)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答

－ 50 －



 

 

 
問２１ ご家族と同居してらっしゃる場合、ご家族は投票に行ってらっしゃいますか。当

てはまる番号を１つ選んで下さい。

 

 

12.6%

11.1%

11.7%

61.9%

61.3%

61.1%

10.4%

12.5%

11.7%

4.1%

3.4%

3.6%

3.0%

3.0%

3.1%

8.1%

8.7%

8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳(N=270)

25歳以上(N=496)

全体(N=776)

（ 同居家族はいない） 投票に行く ことが多いよう だ 棄権することが多いよう だ

わからない その他 無回答

61.8%

72.5%

25.0%

9.1%

62.5%

38.2%

26.9%

75.0%

90.9%

37.5%

0.0%

0.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ 同居家族はいない） (N=34)

投票に行く ことが多いよう だ(N=167)

棄権することが多いよう だ(N=28)

わからない(N=11)

その他(N=8)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答

－ 51 －



 

 

 
[問２１]の同居家族の投票参加に関する質問については、前期若年層も一般層もあまり違

いはなく、「投票に行くことが多いようだ」という回答が多い。 
投票参加率との関係をみると、一般層も前期若年層も、同居家族が「投票に行くことが

多いようだ」という回答で投票参加率が高く、「棄権することが多いようだ」との間で投票

参加率に大きく差がついている。 
  

70.9%

86.2%

53.2%

58.8%

66.7%

29.1%

13.2%

45.2%

41.2%

33.3%

0.0%

0.7%

1.6%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ 同居家族はいない） (N=55)

投票に行く ことが多いよう だ(N=304)

棄権することが多いよう だ(N=62)

わからない(N=17)

その他(N=15)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答
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問２２ あなたは次の団体に加入していますか。当てはまる番号をすべて選んで下さい。

 

 

1.5%

21.1%

1.1%

0.4%

0.4%

5.2%

0.4%

2.2%

18.9%

0.0%

4.1%

49.6%

8.7%

66.9%

15.5%

4.6%

4.0%

9.1%

3.4%

5.4%

17.1%

1.4%

6.9%

17.7%

6.1%

50.8%

10.6%

3.2%

2.7%

7.6%

2.3%

4.3%

17.5%

0.9%

5.9%

29.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

政党や、 政治家の後援会

町内会

婦人会・ 青年団・ 老人クラブ

PTA

農協・ 漁協その他の農林漁業団体

労働組合

商工業関係の経済団体

宗教関係の団体

スポーツ・ 同好会・ 趣味のグループ

市民運動・ 消費者運動・ 婦人運動の団体・ NPO

ボランティ アの団体

どれにも加入していない

18-24歳(N=270) 25歳以上(N=496) 全体(N=776)

75.0%

68.4%

100.0%

0.0%

100.0%

71.4%

100.0%

66.7%

52.9%

90.9%

57.5%

25.0%

29.8%

0.0%

100.0%

0.0%

28.6%

0.0%

33.3%

47.1%

9.1%

42.5%

0.0%

1.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

政党や、 政治家の後援会(N=4)

町内会(N=57)

婦人会・ 青年団・ 老人クラブ (N=3)

PTA(N=1)

農協・ 漁協その他の農林漁業団体(N=1)

労働組合(N=14)

商工業関係の経済団体(N=1)

宗教関係の団体(N=6)

スポーツ・ 同好会・ 趣味のグループ (N=51)

市民運動・ 消費者運動・ 婦人運動の団体・ NPO(N=0)

ボランティ アの団体(N=11)

どれにも加入していない(N=134)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答
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団体加入について尋ねた[問２２]への回答をみると、前期若年層は、「スポーツ・同好会・

趣味のグループ」を除いては一般層に比べて加入率は低く、「どれにも加入していない」と

いう回答が半分近くを占めている。 
投票参加率との関係をみると、前期若年層と一般層ともに、「どれにも加入していない」

という回答者は投票参加率が低い。逆に、「ボランティアの団体に加入している」人は投票

参加率が高い。[問１１]の活動参加経験を尋ねる質問について、直接、政治や選挙とは関係

のない活動であるボランティア活動の経験者の投票参加率が高かったが、そのことと一致

する結果である。 
 

81.4%

80.7%

89.6%

73.9%

95.0%

73.3%

82.4%

96.3%

80.0%

85.7%

94.1%

65.9%

14.0%

18.7%

9.1%

26.1%

5.0%

24.4%

11.8%

3.7%

18.8%

0.0%

5.9%

34.1%

4.7%

0.6%

1.3%

0.0%

0.0%

2.2%

5.9%

0.0%

1.2%

14.3%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

政党や、 政治家の後援会(N=43)

町内会(N=332)

婦人会・ 青年団・ 老人クラブ (N=77)

PTA(N=23)

農協・ 漁協その他の農林漁業団体(N=20)

労働組合(N=45)

商工業関係の経済団体(N=17)

宗教関係の団体(N=27)

スポーツ・ 同好会・ 趣味のグループ (N=85)

市民運動・ 消費者運動・ 婦人運動の団体・ NPO(N=7)

ボランティ アの団体(N=34)

どれにも加入していない(N=88)

25歳以上

投票した 投票しなかった 無回答
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2012 年の調査でも同じ質問文・選択肢で質問していたので、若年層について今回の調査

結果と比べてみると（上のグラフ）、ボランティア団体やスポーツ・同好会・趣味のグルー

プなど加入率が増加している団体もあるが、町内会や労働組合や宗教関係の団体への加入

が減少するなど全般的に前回より加入率が低下しており、「どれにも加入していない」が前

回の 44.4%から 49.6%に増加している。 
  

3.7%

31.5%

3.7%

3.7%

0.0%

11.1%

0.0%

7.4%

16.7%

0.0%

1.9%

44.4%

9.3%

66.2%

18.7%

6.5%

3.8%

5.4%

2.5%

4.7%

18.6%

1.6%

5.0%

20.3%

9.0%

64.1%

18.0%

6.3%

3.5%

5.8%

2.4%

4.8%

18.3%

1.5%

4.8%

21.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%100.0%

政党や、 政治家の後援会

町内会

婦人会・ 青年団・ 老人クラブ

PTA

農協・ 漁協その他の農林漁業団体

労働組合

商工業関係の経済団体

宗教関係の団体

スポーツ・ 同好会・ 趣味のグループ

市民運動・ 消費者運動・ 婦人運動の団体・ NPO

ボランティ アの団体

どれにも加入していない

団体加入（ 2012年調査）

20代(N=54) 30歳以上(N=951) 全体(N=1022)
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問２３ （※１８歳～２４歳の方のみお答えください）選挙管理委員会では若年層に向け

て、様々な選挙の広報をしていますが、以下のうちで、あなたが見たり受け取ったりした

ものがありますか。当てはまる番号をすべて選んで下さい。

 

 

0.7%

5.2%

7.0%

15.6%

13.7%

61.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

小学生用冊子「 学ぼう 選挙」

中学生用冊子「 く らし と選挙」

転入届促進チラシ

成人式「 メ ッ セージセッ ト 」

その他

無回答

100.0%

50.0%

63.2%

59.5%

62.2%

61.8%

0.0%

42.9%

36.8%

40.5%

37.8%

38.2%

0.0%

7.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生用冊子「 学ぼう 選挙」 (N=2)

中学生用冊子「 く らし と選挙」 (N=14)

転入届促進チラシ (N=19)

成人式「 メ ッ セージセッ ト 」 (N=42)

その他(N=37)

無回答(N=165)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答
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前期若年層のみに対して選挙啓発への接触を尋ねた[問２３]への回答を見ると、「無回答

（≒いずれの啓発にも接触せず）」が多い。回答があったものの中では、投票の大切さを訴

えるために成人式で全員に配布している「メッセージセット」の割合が高かった。なお、

小学生用や中学生用の啓発冊子への接触を回答するパーセンテージが少ないのは、配布開

始から年数が経過しておらず、学校で受け取った人が少ないことや、記憶の薄れの影響も

あるのであろう。 
投票参加率との関係をみると、該当数が少ない小学生用冊子を除くと、選挙啓発への接

触の有無で投票参加率に大きな違いはない。即効性のある手法はなかなか見出し難いであ

ろうが、より有効な選挙啓発の手法を模索していくことが必要であろう。 
 
問２４ （※１８歳～２４歳の方のみお答えください）あなたは学校の授業で模擬投票を

経験したことがありますか。当てはまる番号をすべて選んで下さい。

前期若年層のみに対して模擬投票の経験を尋ねた[問２４]への回答をみると、高校では 1
割近くが「経験した」と回答している。多くの高校で模擬投票が行われるようになったの

は選挙権年齢引き下げが決まった 2015 年度以降でありまだ間がないが、継続的な取り組み

が行われるようになればこのパーセンテージはさらに上がってくるであろう。 

 

2.2%

5.2%

9.6%

80.0%

3.3%

3.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

小学校で経験

中学校で

高校で経験

経験なし

その他

無回答
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投票参加率との関係をみると、該当数が 6 人と少ない「小学校で経験」を除いて、「経験

なし」よりも中学校や高校で経験した人の方が投票参加率は高い傾向があり、模擬投票が

一定の成果を挙げていると評価できる。 
総務省による「18 歳選挙権に関する意識調査報告書」（平成 28 年 12 月）では、高校時

に模擬投票など何らかの選挙・政治関連授業を受けたことが「ある」とアンケートに回答

した 18‐20 歳の若年層は、「ない」と回答した人に比べて参院選での投票参加率が約 7 ポ

イント上回ったと報告されているが、そのことと一致する結果である。 
  

33.3%

71.4%

65.4%

60.6%

55.6%

50.0%

66.7%

28.6%

34.6%

38.9%

44.4%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.5%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校で経験(N=6)

中学校で (N=14)

高校で経験(N=26)

経験なし (N=216)

その他(N=9)

無回答(N=8)

18－24歳

投票した 投票しなかった 無回答
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問２５ （※１８歳～２４歳の方のみお答えください）（※模擬投票を経験した方のみお

答え下さい）今回の参議院選挙で投票に行ったかどうかは別として、模擬投票を経験して

役に立ったことは何ですか。当てはまる番号をすべて選んで下さい。

 
[問２４]で明らかになったように模擬投票の経験が無い前期若年層が8割を占めるゆえに、

模擬投票で役に立ったことを尋ねた[問２５]も無回答が８割を超えているが、選択された中

では、「投票の流れが分かった」という回答が 12.6%で最も多い。 

12.6%

5.6%

2.6%

3.7%

0.7%

81.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

流れ分かった(N=34)

候補者の選び方分かった(N=15)

投票の大切さ分かった(N=7)

役に立ったことなし(N=10)

その他(N=2)

無回答(N=221)
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Ⅳ おわりに 
 
この報告書では、金沢市選挙管理委員会からの委託を受けて平成 28 年 7 月から 8 月にか

けて実施した金沢市民対象のアンケート調査の集計結果を分析してきた。 
平成 24 年 7 月にも金沢市選挙管理委員会からの委託により同様のアンケート調査を実施

したが、その報告書（平成 25 年 3 月発行）では若年層が投票に行かない原因として、１つ

には、候補者や政党の公約がどう違うかなどの政治や選挙の実際の中身に関する情報をあ

まり持っていないために選挙に関心が持てないこと、２つめには、社会や地域と自分のつ

ながりをまだ十分に意識できておらず、そのため社会や地域の方向性を決める選挙にも関

心が持てないこと、の２つが大きいことを指摘し、選挙啓発にあたっては、可能な限り政

治や選挙の実際の中身について触れることと、社会や地域や選挙と自分の生活がつながっ

ていることを意識してもらうこと、の２つに重点をおいて啓発活動を展開することを提言

した。また、家族など周囲の人の働きかけや会話が投票のきっかけになったという回答が

若年層に多かったことから、啓発活動の実施にあたっては、その後の家族や友人との会話

につなげるような工夫をすることが有効であると提言した。 
今回の調査でも、これらの指摘は基本的に裏付けられた。選挙の中身に関する情報の不

足については、投票しなかった理由（[問４]）として「争点や候補者や政党について情報が

なかった」を挙げる若年層が多く、投票した理由（[問２]）についても、特定の候補者や政

党に投票したいという意識から投票に行くというよりは、家族など周囲の働きかけや義務

感などから投票に行くという回答が若年層で多かった。また、若年層の低投票率の原因に

ついての質問（[問１４]）でも、「候補者や政策がよく分からない」や「投票したい候補者

や政党がない」という回答が若年層で多かった。支持する政党を持たない「無党派層」も

若年層では圧倒的に多い（[問６]）。 
社会や地域とのつながりの意識については、投票の際に考慮したことへの質問（[問３]）

で、若年層は「国全体のこと」を考慮して投票するという回答が少なく、「住んでいる地域」

「自分個人や家族」「自分の職業」を考慮して投票するという回答が多かった。また、国・

県・市への愛着感についての質問（[問８]）では、若年層は全般的に愛着感が薄く、特に国

への愛着感が薄かった。若年層の関心は身近なところに向かっているようである。 
周囲の働きかけの重要性については、若年層は、投票した理由（[問２]）について「家族

に言われたから」という回答が多かったことや、選挙の際に役立ったメディア（[問５]）に

ついて「周囲のすすめや会話」という回答が多かったことや、「家族・親戚」「友人・知人」

「職場・学校の人」などと政治や選挙についての会話をする若年層は投票参加率が高い（[問
７]）ことや、家族形態についての質問（[問２０]）で若年層は世帯人数が多くなるほど投

票参加率が高くなることや、同居家族が投票に行っている方が投票参加率が高い（[問２１]）
ことから裏付けられる。 

2012 年の前回調査と 2016 年の今回調査の比較で明らかになった点としては、投票参加
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率と関係の深い社会貢献意識（[問１０]）が東日本大震災の翌年であった前回調査と比べて

低下していることや、選挙の際に役立ったメディア（[問５]）としてインターネットを挙げ

る人が増加していることや、インターネット上での選挙や政治についての意見交換につい

ての質問（[問９]）で、自ら書き込むことまではしないが「他人の意見を見る」人が増えて

いることや、ボランティア団体などを除いて全般的に団体加入率が低下していること（[問
２２]）、などが指摘できる。 

今回の分析や、今回の調査で新たに設けた質問項目から明らかになった点としては、若

年層は期日前投票制度の利用者が少なく（[問１]）、期日前投票制度についての知識に関す

る質問（[問１３]）でも、「制度自体を知らない」という回答や、制度は知っていても「方

法や場所が分からず利用したことがない」という回答が多かったことがまず挙げられる。

若年層は投票しなかった理由（[問４]）について、「やむを得ない用事があったから」が多

かったこととも併せて考えると、期日前投票制度のさらなる周知が若年層の投票参加を向

上させる上で有効であると考えられる。 
また、若年層の中でも特に大学生の投票参加率が低いことも明らかになった（[問１８]）。

投票しなかった理由（[問４]）について、若年層は「住民票が別の市区町村にあるから」と

いう回答が多かったが、このことは特に大学生に当てはまるであろう。また、親など家族

の働きかけが投票の重要なきっかけになると先に指摘したが、大学生は家族と同居してい

ない場合も多い。2016 年の選挙権年齢引き下げでは高校生の投票に特に注目が集まり、高

校への選挙啓発も活発に行われたが、大学生への啓発も重要な課題である。大学のオリエ

ンテーションなどにおける住民票異動や投票の呼びかけ等を検討してもよいかもしれない。 
選挙権年齢引き下げ決定以降、高校などで盛んに行われるようになった模擬投票につい

ては、経験率はまだ 1 割程度であるが、模擬投票を経験した人の方がそうでない人に比べ

て投票参加率が高い傾向があり一定の成果を上げていると評価できる。模擬投票を経験し

て役立ったことについての質問（[問２５]）では、「投票の流れが分かった」という回答が

多かったが、 投票しなかった理由についての質問（[問４]）で「選挙のしくみがよくわか

らなかった」という回答が若年層で多かったこととも併せて考えると、そのような基本的

な教育だけでも投票参加の向上には有効であると考えられる。 
啓発に使用するメディアについては、先述のようにインターネットの重要性がますます

高まっていることに加えて、若年層は通学などでまちなかを通過する機会が多いゆえか、

ポスター・チラシ、街頭での啓発活動、広告塔・電光掲示板など、街頭で接触する選管広

報に接触したと回答する若年層が多いことも注目される。 
若者に選挙に関心をもってもらうための方策についての質問（[問１５]）では、学校によ

る教育や選挙管理委員会などによる啓発に期待する意見が多かったが、この報告書が、今

後の若年層に対する主権者教育・選挙啓発や投票環境整備のあり方を考える上で参考にな

れば幸いである。 
 

－ 61 －



 

 

最後に、お忙しい中、市民アンケートにご回答を頂いた 776 人の方々、及び調査にご協

力頂いた金沢市選挙管理委員会の方々に厚く御礼申し上げたい。 
 

金沢大学法学類投票行動論研究室 
代表 岡田 浩 
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Ⅴ 資料（調査票）
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Ⅵ 資料（集計表）

（１）単純集計（ 年調査含む）

注

・ 年に実施したアンケート調査においても今回と同様の質問文・選択肢で質問をして

いたものについては、その集計表も参考のために掲載した。ただし、 年の調査は参院

選の直後に参院選を念頭に実施したアンケートであるのに対して、 年は選挙一般を念

頭に実施したアンケートであり、性質が異なるため単純比較はできない。また、 年調

査は ・ 歳も含まれているのに対して 年調査は選挙権年齢引き下げ前の調査のた

め 歳が有権者の最低年齢であり、それゆえ 年調査は 代と 歳以上を対比して

比較している点も異なる。
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Ⅵ 資料（集計表）

（２）投票参加率

注

・ 年のアンケート調査の各質問項目の選択肢を選んだ回答者について、 年の参院

選で投票したか否かを質問した 問 の回答のパーセンテージと数を示したものである。
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